
平成１８年度 那賀川河川事務所 事業実施計画の概要

■那賀川の治水・利水・環境を住民と共に考える

平成１８年度早々に策定される見込みである那賀川水系河川整
な か が わ

備基本方針に基づく河川整備計画を速やかに策定します。整備計

画の策定にあたっては 「那賀川流域フォーラム２０３０」の提、
にいまるさんまる

言を真摯に受け止め検討していきます。

■浸水被害常襲地区における治水安全度の向上

那賀川上流の無堤地区では、平成15年～16年に頻発した洪水に

より６度にわたる浸水被害が発生しました。このような外水によ

る浸水被害を防除するため、深瀬地区の築堤事業を推進します。

また、事業の推進にあたっては、警戒避難体制を強化するため、

地域と一体となった「那賀川防災プロジェクト」を推進し地域社

会の再構築を推進します。

■壊滅的被害解消に向けた桑野川の緊急整備の推進

桑野川の抜本的な治水安全度向上と頻発する内水被害の軽減に
くわのがわ

、 。向け 平成１４年度に床上浸水対策特別緊急事業に着手しました

当事業では、大規模な浸水被害が発生した平成１１年６月洪水に

対して、床上浸水被害の解消等を目的として、宝田・本庄・大原
たからだ・ほんじょう・おおばら

地先の引堤及び大津田排水機場・川原排水機場の新設等を行いま

す。

平成１８年度は、用地買収、埋蔵文化財調査、築堤、川原排水

機場新設、大津田排水機場新設、橋改築等を推進します。



■魅力ある水辺空間を再生する桑野川水辺ネットワークの形成

那賀川水系において直轄総合水系環境整備事業に新規着手しま
な か が わ

す。

阿南市の中心市街地を流れる桑野川において親水護岸等により
あ な ん し くわのがわ

水辺へのアクセス性を向上させるとともに、市街地と河川空間、

親水拠点間を接続することにより地域交流の活性化を図る桑野川

水辺ネットワークを整備します。

■直轄河川維持修繕事業の推進

那賀川及び桑野川の堤防・護岸等の修繕、除草、河道内の樹木

伐採、樋門等の管理施設の保守点検等を実施します。

■直轄河川災害復旧事業の推進

平成１７年９月に発生した台風１４号の出水により、那賀川で

は根固ブロックの洗掘被害が発生した柳島地先において根固復旧

を、洪水により漏水被害が発生した下向地先においては、漏水対

策を実施するなど、２箇所において災害復旧事業を実施し、施設

の早期復旧を目指します。



■主要事業一覧

河川名 箇    所    名 事業種別 内                      容 適  用

那賀川 那賀川総合整備
直轄河川総合
開発事業

那賀川総合整備事業計画の検討 継続

那賀川 深瀬箇所
直轄河川改修
事業

測量設計 継続

桑野川 桑野川左岸箇所 河川事業
床上浸水対策特別緊急事業
（用地買収・埋蔵文化財調査・排水機場新設・橋梁改築等）

継続

桑野川 桑野川右岸箇所
直轄総合水系
環境整備事業

水辺ネットワーク整備（親水護岸、遊歩道等） 新規

那賀川 柳島箇所
直轄河川災害
復旧事業

根固復旧 継続

那賀川 下向箇所
直轄河川災害
復旧事業

漏水対策 継続



■事業費

直轄河川改修費 339 341 1.01

直轄河川維持修繕費 559 545 0.97

直轄総合水系環境整備事業費 0 55 －

床上浸水対策特別緊急事業費 4,000 4,000 1.00

直轄河川総合開発事業費 100 103 1.03

その他 62 63 1.02

合　　　計 5,060 5,107 1.01

注）・その他は、災害費、調査費、建設機械整備費等である。
　　・事業費は百万円に四捨五入している。

[単位：百万円]

事業名
平成17年度
当初予算
（Ａ）

平成18年度
当初予算
（Ｂ）

対前年比
（Ｂ／Ａ）



・測量設計
・用地調査
・用地買収

深瀬地区
L=720m

・用地買収の継続

・埋蔵文化財調査の継続

大原・本庄地区
(埋蔵文化財調査の状況)

大原・本庄・宝田地区
L=3,200m

　・ポンプ製作及び上屋

大津田排水機場【新設】

川原排水機場(工事進捗状況)

　・ポンプ設置

川原排水機場【新設】

宝橋(工事進捗状況)

　・橋長＝鋼橋121.5m
　・全幅＝10.2m

宝橋【改築】

平成１８年度　那賀川河川事務所事業計画　位置図

大津田排水機場(工事進捗状況)

工事全体位置図

下向地先　漏水対策　L=250m

柳島地先　根固復旧　L=170m




